
申込み欄にご記入のうえメールまたはファックスよりお申込みください。 

命をつなぐポジティブ防災 
～国民総ファーストレスポンダー化プロジェクト～ 

お申込FAX番号(株式会社レックスマネジメント） 03-6740-6910 

貴社名 ご出席者 
（氏名） 

ご連絡先 

（TEL） （E-MAIL） 

住所 〒 

ご連絡事項          

【この訓練で与えられる課題】 

あなたは東京近郊の住宅街に住む４人家族（父・母・子供二人）の一

員です。まもなく未曾有の災害があなたの居住エリアに発生します。

あなたのミッションは、警察・消防隊・自衛隊が地域で救出活動を始

めるまえに、降りかかってくるさまざまな危険からあなた自身と家族

を守りつつ、近所の人達をリードして避難・救助・救護活動を行うこ

とです。成功を祈ります。 

そしてあなたが解決していく９つのミッションとは？ 裏面へ 

●開催日時 
 ２０１３年 １１月１６日(土) 10:00～18:00（終了後懇親会を予定) 

          １７日(日) 10:00～18:00 

地図QRコード 

 

●開催場所 

 霞が関ナレッジスクエア（地図は右QRコードをご利用ください） 

 東京都千代田区霞が関3-2-1 霞が関コモンゲート西館奥エスカレータ上る 

  ＴＥＬ：０３-３２８８-１９２１ 

●定員 
*最小催行人数 20名 

 ３０名 ※定員になり次第締め切らせていただきます。 

●参加費と内訳 
 キャンペーン価格（半額）  ￥３１,５００(税込) 
 教材、昼飯2食分、包帯、マスク、三角巾、ノンラテックスグラブ、等の消耗品 

 及び懇親会費用 

●参加費 

 振込先 

 振込先 ：三井住友銀行・五反田支店（普通）８１３５６８８ 

 口座名義：株式会社レックスマネジメント 

   ※11月8日（金）までにお振込ください。 

 ※キャンセルの場合、11月8日（金）までにご連絡いただいた方にはご返金させていただきます。 

●当日のご注意 

 持  物：筆記用具、革手袋 

 服  装：ジャージ等、動きやすい服装での参加をお願いします。 

 注意事項：体調のすぐれない方や妊娠の可能性のある方は参加をご遠慮ください。 

●問合せ先  bcp@rexmanagement.jp 

●主催 
災害対応能力を向上させるための防災研修会実行委員会 

霞が関ナレッジスクエア（KK²） 

●共催 
社団法人社会創発塾、社団法人災害対応訓練研究所、株式会社タフジャパン、 

市民キャビネットスマートICT部会、株式会社レックスマネジメント（順不同） 



守る力をすべての人へ 

演習名 ミッション 

災害準備 
ミッション（１）自分の住んでいる地域で発生しそうな災害への想像力を高め、
近隣の人と共に準備を行ってください。 

災害心理学 
ミッション（２）災害が発生しました。自分のこころをコントロールして活動へ
の準備を整え、傷ついた人々のストレスを軽減してください。 

チーム編成（ICS） 
ミッション（３）地域の被害は甚大です。チームを編成して役割分担を行い、救
助活動を指揮してください。 

火災危険 
ミッション（４）火災が発生しています。チームを率いて安全を確保しながら初
期消火を行なってください。 

災害ファーストエイドI 
ミッション（５）ケガ人がいます。ケガのレベルに応じてトリアージを行い、応
急処置をしてください。 

災害ファーストエイドII 
ミッション（６）ケガ人が多数います。トリアージ・エリアを設置して安全に搬
送を行い、応急処置を実施してください。 

サーチ＆レスキュー 
ミッション（７）近所に行方不明者がいるようです。チームを安全に率いて行方
不明者を探し、保護してください。 

危険物・テロ災害対応 
ミッション（８）テロが発生しました。テロの種別および危険物を迅速に判断し、
安全を確保してください。 

想定演習 
ミッション（９）あなたは災害の現場にいます。あなたがリーダーとなって家族
と地域住民を率いて対応を行い、後ほど到着する消防隊に救助活動を引き継いで
ください。 

あなたはこれらのミッションを達成できるようになります！ 

  我が国に大きな歴史的傷跡を残した東日本大震災から早くも2年が過ぎた。私達はあの

災害から何を学んで教訓とするべきなのか？ 大規模災害が発生すると、あらゆる機能が

麻痺し被災者は一時的に孤立無援の状況に陥る。その中でいかにして自分と家族の身を守

り、生き延びるか真剣に考え行動に移さなければならない。 

 

 私は災害対応は団体競技のスポーツに似ていると思っている。試合（災害）に勝つため

には決められたルールの下、日々練習を積み、個を高めチームと融合することが重要であ

るように、標準化された災害対応の為の学びを家族、地域社会、会社単位で共有し実践で

きる機動力を得ることが我々に課せられた共通のゴールだと考えている。 

 

 その為の基本的な学びが “市民救助隊（Community First Responder）養成研修”だ。

日本の災害対応能力向上に貢献するため、今回は「命を繋ぐ」ための学びと実践を発信す

る第二回目の試みである。第二期生として心ある同志の方々多くの参加を待っている。 

 

※ファーストレスポンダーとは事故や災害が発生した時に初動対応に当たる公設の警察・

消防・自衛隊・海保の職員および医療関係者を総称している呼び名である。 
 
       講師： 熊丸由布治（在日米陸軍消防本部統合消防次長） 

    鎌田修広（株式会社タフジャパン代表取締役） 
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